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 鹿児島湾には「たぎり」とよばれる海底噴気活動とそれに伴うサツマハオリムシ群集が知られている。近年

のドルフィン３Kの潜航調査によって、この「たぎり」の噴出に伴って海底熱水循環系が堆積層内に発達している

ことを示す兆候が、明らかにされてきた。これを受けて2003年 8月および11月に行われたNT03-08および NT03-13

航海におけるハイパードルフィン潜航調査において、表層堆積層に熱水成分が浸透している明瞭な証拠を間隙水中

の化学組成に見出すことができた。間隙水および採取された熱水は同一の熱水端成分と海水が混合したものである

と解釈でき、熱水が堆積物の極表層まで上昇し、湧出していることを示唆している。推定される熱水端成分の溶存

シリカ濃度は約 5mM/kg であることから、この熱水は水深 200m の圧力条件において約 150℃で周辺岩石と溶解平衡

に達していたと計算される。実際に測定されたマウンド内部の最高温度は約 137℃であり、海底直下でこの熱水は

周囲の堆積層を構成する鉱物と溶解平衡に達しており、海底面極近傍まで熱水と堆積物の化学反応が活発に行われ

ていることを示唆している。熱水端成分化学組成の特徴は、主要陽イオン濃度が海水に比べ有意に低く、陰イオン

も硫酸に欠き、塩素濃度が海水の半分程度であることがまずあげられる。その一方で、アンモニアや硫化水素に富

む。 

 化学組成の他に、現在熱水の水の酸素－水素同位体組成の分析を進めている。得られた熱水の同位体組成は

水素同位体が海水よりやや軽く、一方、酸素同位体はわずかに重くなり、０‰以上の値を取る。 

 本報告では、これまでに得られた化学組成や同位体組成の分析結果をとりまとめ、熱水の起源について考察

を行う。 


